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論  文  内  容  の  要  旨   

諸言：現在動脈癌塞栓術に使用されている血管内治療用の白金コイルは，生体反応性が低いため，動脈癌内の器膏化が起こ  

りにくい。このため，塞栓術による動脈痛の根治性は高くなく，長期追跡中の動脈癌の再開通が動脈癌塞栓術の問題点とし  

て明らかになってきた。今回，脳動脈痛の器質化および治癒を促進するため，basicfibroblast growth factor（bFGF）の  

局所徐放が可能なgelatin hydrogel（GH）で加工した血管内治療用コイルを開発し，その有効性を実験的動脈癌で評価し  

た。  

方法：実験的動脈癌は，ウサギ頚動脈に静脈パッチを用いて作製した（N＝66）。Polyethylene terephthalate（PET）fiber  

を熱加工し血管内治療用のコイルを作製し，このコイルをbFGFの徐放が可能なGHで加工した。GEは，含水率95％  

（bFGFの徐放期間約3週間）および98％（bFGFの徐放期間約1週間）の2種類を作製した。これらのコイルに様々な量  

（0，10，50，100FLg）のbFGFを含浸させ，動脈癌内に留置した。コントロールとして，100pgのbFGFをGEで加工し  

ていないPETfiberコイルに塗布し動脈癌内に留置したグループを作成した。作製した動脈癌を1，2，3週間後および6  

カ月後に取り出して，組織学的評価を行った。動脈痛の器質化の程度は，癌内の線維性組織の面積占有率で評価した。  

結果：含水率95％のGEにbFGFlOO〃gを含浸させたコイルを留置した動脈癌（グループ1，N＝6）は，3週間後にすべ  

ての動脈癌で入口が完全に新生内膜で覆われていたが，含水率98％のGEにbFGFlOOFLgを含浸させたコイルを留置した  

動脈癌（N＝6）は，入口が完全に新生内膜で覆われていた動脈癌は半数のみであった。その他のbFGFの量が少ない（0，  

10，50〝g）グループでは，動脈癌入口の完全閉塞は得られなかった。3週間後に取り出した動脈癌の組織学的検討では，  

グループ1の動脈癌内部はほぼ完全に線維性組織で置換されており，線推性組織の面積占有率は，他のコイルで塞栓したグ  

ループに比べ，有意に高かった。（P＜0．05）また，bFGF50FLgを合浸させたコイルを留置したグループも，bFGFを0，  

10／Jg含浸させたコイルを留置したグループに比べ線維性組織の面積占有率は，有意に高かった。（P＜0．05）6カ月後に取  

り出した含水率95％のGEにbFGFlOOpgを含浸させたコイルを留置した動脈癌では，3週間後と同様に動脈癌内部は完  

全に線維性組織で置換され，動脈廟入口は完全に新生内膜で覆われており，動脈癌は治癒状態にあった。  

結論：GEで加工したPETfiber coilを用い動脈癌内で十分な量のbFGFを徐放することにより，動脈癌の器質化，治癒が  

促進できると考えられた。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

現在使用されている血管内治療用のコイルは，生体反応性が低く，動脈痛内の器質化治癒に至らないことが多い。脳動脈  

流の器質化を促進するため，線維芽細胞増殖因子の徐放が可能なゲラテンハイドロゲルで加工した血管内治療用非金属コイ  

ルを開発し，その有効性を実験的動脈癖で評価した。   

ポリエチレンーテレフタレート線維を熱加工し血管内治療用のコイルを作製し，このコイルを線推芽細胞増殖因子の徐放  

が可能なゲラテンハイドロゲルで加工した。このコイルをウサギ頚動脈に作製した実験的動脈癌内に留置し，線維芽細胞増  
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殖因子（0，10，50，10叫g）を徐放（1，3週間）した。動脈癌を1，2，3週間後および6ケ月後に取り出して，肉眼  

的および組織学的評価を行った。   

50〃g以上の線維芽細胞増殖因子を徐放した動脈癌で，3週間後には有意に器質化が進行していた。100〃gの線維芽細胞  

増殖因子を徐放した動脈癌では，3週間以内に動脈癌内部は完全に器質化し，動脈痛頚部は新生内膜で閉鎖していた。100  

〝gの線維芽細胞増殖因子を徐放した動脈癌は，6ケ月後も器質化治癒状態であった。   

ゲラテンハイドロゲルで加工したポリエチレンーテレフタレートコイルを用い動脈痛内で十分量の線椎芽細胞増殖因子を  

徐放することにより，動脈癌の器質化治癒が促進されると考えられた。   

以上の研究は血管内手術の改良に貢献し，脳動脈癌の治療に寄与するところが大きい。   

従って，本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。   

なお，学位授与申請者は，平成17年6月10日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け，合格と認められたものである。  
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